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＜連絡事項＞

· 生活習慣病プログラム研修が2/17･25･28の３日間、17：30から千葉記念館講堂にてあります。３日のうち必ず１日参加して下さい。

＜全体連絡＞

· 庶務管理課より、駐車場の鉄板撤去、砕石終了したとの事です。

· 三川Ｄｒが本日で退職となります。

· 吉田Ｄｒは病気の為、しばらく休むとの事です。

· 症例検討会議は１８日、１３：００から会議室にて行われます。

· 家族教室を行う際は医事課にも連絡をして下さい。

· １７日・ＳＳＴ勉強会、２２日・回想法勉強会が17：30から千葉記念講堂にて行われます。

· １８日の歯科受診予定者は１３名です。

＜マニュアル読み合わせ＞

疥癬

○病室の管理

必要物品　消毒用アルコール

· 患者は医師の判断により直ちに個室に隔離する。

· 床頭台、ドアノブ、水道ノブ、洗面台、便座などは消毒用アルコール清拭または噴霧する。

· 掃除は毎日行う。

· 床は酸性水で拭く。箒は用いない。

· 床に敷物が施されている時、排気をしない掃除機を使用し、掃除機のゴミ袋は毎日取りかえる。はずしたゴミ袋は消毒用アルコールを噴霧してから口を縛り、廃棄する。

· 部屋の出入り口に粘着マットを置き、必ず出入りの際に使用する。

· 上履きを出入り口で取りかえる。部屋内で使用する履物は前部分がカバーで覆われたものを使用する。

· 患者隔離解除後の部屋の消毒はアースレットで行なう。

○手指消毒

　必要物品　６１０ハップ

· 入口でガウン等を着用する。

· 部屋出口に６１０ハップ希釈液を置き、必ず手洗いをする。(水２Ｌに６１０ハップ１．６ｇを混和)ナースステーションへ戻り、流水石鹸での手洗いを２回繰り返す。その後、共同の布タオルは使用しない。

· ６１０ハップの入ったベースンは朝夕交換する。

· 退室時、身体(顔は除く)に消毒用のアルコール噴霧を行う。その上でガウンを脱ぐ。更に全身消毒用アルコールを噴霧する。

○身体の消毒

　必要物品　６１０ハップ

· 入浴する場合は最後にしてもらう。

· ６１０ハップ入りの浴槽で入浴する。(浴槽にキャップ２杯の６１０ハップ)

· シャワーや浴槽を使用したら、浴槽や浴室内を流水で充分洗い流し、消毒用アルコールを噴霧する。

· 清拭は６１０ハップ入りのお湯で行う。(お湯２Ｌに１．６ｇの６１０ハップ)

· 脱衣カゴや使用した物は消毒用アルコールを噴霧する。

○室内掃除

　必要物品　酸性水・消毒用アルコール

· 毎日行う。

· 床は酸性水で拭く。

· 喀痰、濃汁、体液などで汚染された個所は不織布で汚れを拭き取る。汚れた不織布はビニール袋へ入れ消毒用アルコールを噴霧する。汚れを拭き取った場所にも消毒用アルコールを噴霧する。

○ゴミ・危険物の処理

　必要物品　ビニール袋・消毒用アルコール

· ゴミは可燃物と不燃物に分けて捨てる。

· 病室内では普通のビニール袋を使用する。(スーパーの袋でも可)

· ゴミを出す際、消毒用アルコールを噴霧してから口を密封する。

· 点滴セットは点滴終了後、消毒用アルコールを噴霧してから持ち出す。その後それぞれの廃棄をする。

○リネンの取り扱い

　必要物品　ビニール袋

· シーツ交換は毎日１回、埃をたてないように特に注意し行う。

· 交換後のシーツや使用後の清拭タオル等はビニール袋に入れ、消毒用アルコールを噴霧して口を縛る。その後一般のものと同様に扱う。

· 私物のリネン類は家族に依頼する。家庭ではいったん５０℃以上の熱湯に１０分以上漬け、その後洗濯するように指導する。洗濯屋へ出す時もの同様に行う。

